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福
島
第
１
原
発
事
故
で
福
島
市
か
ら
米
沢
市
に
自
主
避
難
し
て
い
る
整
体
師
の
松
井
国
彦
さ
ん
（４５
）
が
、
僣

り
上
げ
住
宅
の

一
室
で
整
体
院

「縁
」
を
営
ん
で
い
る
。
も
と
も
と
地
元
で
開
業
し
て
お
り
、
今
も
週
の
半
分

は
福
島
に
通
う
忙
し
い
日
々
。
避
難
者
と
い
う
境
遇
は
あ
え
て
意
識
せ
ず
、
自
然
体
で
安
ら
ぎ
の
空
間
を
つ
く

一
っ
て
ぃ
る
。
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けず安 らぎ与える

「こ
こ
の
筋
肉
、
張
っ
て
　
「米
沢
に
行

っ
て
し
ま
う
の

ま
す
ね
」
。
米
沢
市
内
の

一　
か
」
と
聞
か
れ
、
言
葉
に
詰

軒
家
。
ベ
ッ
ド
２
台
を
並
べ

ま

っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い

た
部
屋
に
、
穏
や
か
な
ピ
ア

ンつ
。

ノ
曲
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ
て
い
　
　
一
方
、
約
３
０
０
０
人
の

る
。
う
つ
ぶ
せ
に
な

っ
た
客

避
難
者
が
暮
ら
す
米
沢
で
再

の
背
中
に
松
井
さ
ん
が
手
を

び
つ
な
が

っ
た
縁
も
あ
る
。

当
て
た
。
腕
を
引
っ
張
り
、
　
福
島
の
整
体
院
の
常
連
だ

っ

脚
を
持
ち
上
げ
、
体
の
ゆ
が

た
避
難
者
の
女
性
は

「家
族

み
を
取
り
除
い
て
い
く
。
　
　
で
お
世
話
に
な

っ
て
い
た
。

福
島
市
で
２
０
０
４
年
か

米
沢
で
も
診
て
も
ら
え
て
安

ら
整
体
院
を
営
ん
で
い
た
松

心
し
た
」
と
、
変
わ
ら
な
い

井
さ
ん
は
、
原
発
事
故
を
受

信
頼
を
松
井
さ
ん
に
寄
せ

け
て
自
主
避
難
を
決
断
。
妻

る
。

と
５
人
の
子
ど
も
の

一
家
７
　
　
「
『
避
難
者
』
と
い
う
気

人
が
、
昨
年
１０
月
か
ら
４
月

持
ち
は
い
つ
か
断
ち
切
つ
た

に
か
け
ヽ
段
階
的
に
米
沢
市

い
。
そ
れ
だ
け
で
暮
ら
し
て

に
移
り
住
ん
だ
。
昨
年
末
に

い
る
と
疲
れ
て
し
ま
う
」
と

営
業
を
始
め
た

「縁
」
は
、
　
松
井
さ
ん
。

「今
回
の
経
験

福
島
の
分
院
と
い
う
位
置
付

は
特
に
子
ど
も
た
ち
に
、
ど

け
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
な
場
所
で
も
生
き
抜
く
力

米
沢
の
開
業
日
は
週
３
日

を
与
え
て
く
れ
た
。
そ
の
意

で
、
残
り
の
４
日
は
福
島

味
で
、私
に
は
希
望
が
あ
る
」

に
通
う
。
ど
ち
ら
の
土
地
に

と
穏
や
か
に
話
し
た
。

軸
足
を
置
く
か
、
ま
だ
気
持
　
　
「縁
」
は
月
、
金
、
日
曜

ち
の
整
理
は
付
け
ら
れ
な

日
に
開
院
。
連
絡
先
は
０
２

い
。
福
島
で
な
じ
み
の
客
に

３
８

（２
１
）
７
４
３
０
。

避
難
先
の
米
沢
市
で
整
体
院
を
営
む
松
井
さ
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ザ 炉■肩1中癌■頭は ■
治癒がどういうものか熟知し、その治癒力を発揮できるように最大限
の努力をすることがォステォパスの仕事です。良く整体では歪みが

焦点になりますが、むしろなぜ歪んでいるかを考えます。
えん           ~

整体院 縁 では、全身の筋肉や  “オステオパシ~整体"は、

姿勢房塁顧亀雲ζりゑ 乱れ等、 :lζ f鰈
力を

|「姿勢の歪みやバランスの乱れ等、 ラlさ出し、釜身及万ヤ   i
不調の原因を取り除く     ストレスの緩和に効果を  ギ
お手伝いをいたします。    発揮します。

オスな諸ペレ驀整艤難 ‐
‐
繭 麦

島皮書 ―一―→棋窺継理

リンパは全身に流れて老廃物を排泄する役割があります。
コリなどにより、リンパ液の流れが悪くなると、この浄化システムが

うまくEIJかなくなり、様々な不調の原因になってしまいます。

リンパの流れに沿って酸素オイルでマッサージすることで、

全身ホカホカと温かくなって、コリをとり、体が軽くなっていきます。

集中部分リンパマッサージ

軸45分

整美顔マッサージ
酸素オイルで顔の筋肉・ッボを
イタ気持ちいい刺激でマッサージじ
リンパの流れを良くしていきます。
肌のくすみ・むくみをとって小顔に。
目・鼻がくっきりし、
あごがシャープになります。

クレンジング～洗顔～整美顔マッサージ～デコル1結ふち書,111み

福島院  予約制  ■

福島市野田町1-7-28
L  024‐ 534‐0635

営業日 火・水・木・土

米沢市御廟2-3-38-2
Ta  0238‐ 21‐ 7430

日・月・金 8時から20時

轟
嘲 )ヽ

3多|ヤユトット

米沢院 予約


